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我が国 に お い て ， 野菜の種子処理 (消毒) に登録の あ

る 殺菌剤 は ， 大半が苗立枯病 を対象 と す る も の で あ り ，

病原菌汚染種子 を 対象 と す る 登録薬剤 は ， ト マ ト 萎 凋

病， キ ュ ウ リ 斑点細菌病 ・ 炭痘病 ・ つ る 枯病 ・ つ る 割
病， カ ボ チ ャ 立枯病 な ど ご く 一部 の 品 目 と 対照病害 に 限
ら れ て い る 。 し か し な が ら ， 野 菜 の 種子処理 (消毒)

は ， 種苗業者か ら 生産者への優良種子供給 に 欠 かせ な い

ばか り か， 病原の第一次伝染源の遮断， 農薬 の環境放出
量 の 削 減 な ど の意義か ら も ， 種子使用 量 の 大 き い葉根菜
類 を は じ め ， で き る だ け 多 く の 品 目 に 農薬登録 さ れ る こ
と が望 ま れ る 。 一方， 農薬登録 を推進す る た め に は適切
な試験法 を確立す る 必要があ る が， 水稲等 に 比べ， 野菜
の種子消毒試験法 は 十分 に 整理 さ れて い な い の が現状で
あ る 。 こ の た め ， 本稿で は ， 野菜種子消毒 (処理) 剤の
標準的 な試験法 に つ い て 試案 を述べて み た い。 な お ， ウ
イ ル ス 汚染種子お よ び殺虫剤 に よ る 種子処理 に つ い て は
除外 し た 。

I 病原菌保菌種子の消毒効果試験法

1 供試種子

原則 と し て 自 然感染 に よ る 汚染種子 を供試す る 。 病原
菌汚染種子 は， 同一 ロ ッ ト の 中 で も 偏在 し て い る こ と が

はん
多 い の で， 供試種子 を よ く 混合 ・ か く 枠 し た 後サ ン プ リ
ン グす る 。 な お ， 汚染種子が入手不可能で， 人工汚染種

子 を 作成す る 場合 は ， 自 然感染 の経路 に 準 じ て培養菌 を
植物体あ る い は 土壌 に 接種 し ， そ の種子 を 採種す れ ば ほ
ぽ問題 は な い。 成熟 し た 種子 に ， 培養菌 を 塗布， あ る い
は 塗布後病原菌の増殖好適条件 に保 っ た だ け の人工汚染
種子の場合 は， 種子や病原菌 の種類 に よ っ て ， 種子 に お

け る 病原菌の存在部位 ・ 密度 ・ 形態 な ど効果 に 影響 を及
ぽす要因が 自 然汚染種子 と 異 な り ， 消毒効果の信頼性 に

欠 け る こ と が あ る の で今後検討の必要性が あ る 。
(例 1 ) ホ ウ レ ン ソ ウ 萎凋病 : 病土 で生育 し た ホ ウ レ

ン ソ ウ を稔笑期 ま で管理 し ， 採種す る 。 筆者 の 実験例 で
は ， こ の 方法で採種 さ れ た 種子 の 平均 9�13% が萎 ち ょ
う 病菌保菌種子 で あ っ た (遠山 ・ 兼久， 1991 ) 。
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(例 2) ア ブ ラ ナ 科野菜 の ア ル タ ナ リ ア 病 : 稔実期 に

培養菌の分生子 を 噴霧接種 し た 爽か ら 種子 の 成熟後 に 採
種す る 。 A. brassicae や A. japonica で は保菌率が必ず

し も 高 く な い が， A.  br.ωsicicol，α で は 高 い保菌率が得 ら
れ る 。

2 種子処理 ( 消毒) 方法と実施 す べ き 効果 ・ 薬害試

験

種子処理 (消 毒) を 便宜 上 薬 剤 浸漬 と コ ー テ ィ ン グ
(粉衣， 塗布， 吹 き 付 け， フ ィ ル ム コ ー ト ， ペ レ ツ ト )

の 2 種類 に わ け る 。 プ ラ イ ミ ン グ (発芽 の 均一 ・ 促進処
理) に 薬剤 消 毒 を 併用 す る 場 合 は コ ー テ ィ ン グ に 含 め
る 。

( 1 )  効果検定
保菌量の検定 (薬剤浸潰処理種子で定量可能 な細菌が

対象)

フ。 ロ ッ タ 一 法 (凍結法 を 含 む， 糸状菌)

土 ま き に よ る 発病検定 (細菌， 糸状菌)

素寒天培地 に よ る 検定 (菌核病菌)

( 2 ) 薬害検定

漉紙 ま き に よ る 発芽試験

土 ま き に よ る 発芽試験
( 3 ) 保存性検定
鴻紙 ま き に よ る 発芽試験
土 ま き に よ る 発芽試験

効果検定 に つ い て は ， 病原菌 に よ り 適 当 な 方法 を 選択

す る 。 ブ ロ ッ タ 一 法 と 土 ま き 検定が可能 な 糸状菌 に つ い
て は両者 を行 う 。 薬害検定 は 鴻紙 ま き ， 土 ま き の両者 を
行 う 。 保存性検定 で は ， 鴻紙 ま き に よ っ て 問題 (発芽率
の変化な ど) が あ る と 判断 さ れ る 時， 確認の た め 土 ま き

検定 を行 う o

3 効果検定

細菌の保菌量検定 : 現在 の と こ ろ ， ア ブ ラ ナ 科野菜の

黒腐病菌 で は ， 種子消毒効果 の判定 を 目 的 と す る 保菌量
検定が可能 で あ る 。 ま た ， ニ ン ジ ン斑点細菌病菌 で も ，
高 い精度 で病原細菌の検出 が可能で (大畑 ら 編， 水野，
1999) 今後種子消毒効果検定の 開発が期待で き る 。 そ の
他， 種子か ら の検出法が明 ら か に さ れて い る 細菌 は 少 な

く な い (SAETTLEll ら ， 1992) が， ま だ保菌量検定 の 事例

が乏 し く ， 薬剤の効果検定 と し て の定量が可能か否か は
今後の 問題で あ る 。 ま た ， 検定の対象種子 は薬剤浸漬処
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理 に 限 ら れ， コ ー テ ィ ン グ種子で は検定で き な い 。 ア ブ

ラ ナ 科野菜の黒腐病菌 で は ， 次 の (例) で示す よ う に ， 種
子振 と う 液 を段階希釈 し て 2 種の半選択培地 に 塗布 し ，
発生す る 黒腐病菌 の コ ロ ニ ー 数か ら 種子の保菌量 (cfu/

種子 g) を推定す る 。 無処理種子 と 薬剤浸潰処理種子 の
推定保菌量 を比較 し て ， 効果 を判定す る 。

(例) 黒腐病菌保菌種子 1 ロ ッ ト 当 た り 1 万粒 ( キ ャ
ベ ツ で 約 40 g， ハ ク サ イ で 約 20 g) x 3 反 復。 繕 地 は
mFS" お よ び mCS 20 ABN " " の 2 種類 を 用 い る 。 種子

を 100 m l の 生 理 的 食 塩 水 (滅 菌 済 み の Tween 20 を
0 . 2%加用) に 入 れ て ， 250 rpm/min， 2 . 5 時間振 と う ，

洗 浄 す る 。 洗 浄 液 を 段 階 希 釈 (原 液， 10- 1 ，  10-2， 
10-3) し て I シ ャ ー レ 当 た り 0 . 1 m l ず つ 塗布 し， 平板

培養す る ( 1 希釈液 に つ き 2 シ ャ ー レ ) 。 陽性対照菌 と

し て 既知黒腐病菌株の コ ロ ニ ー の希釈液 を 同時に培養す
る 。 26�270Cで培養 し， 出現 し た 黒腐病菌 と 判定 さ れ る
コ ロ ニ ー を カ ウ ン ト ， 種子 g 当 た り に 換 算 し て cfu/g
を 算 出 す る 。 確認の た め ， 黒腐病菌 と 判定 さ れた コ ロ ニ
ー を 10 個斜面培養 し， 懸濁液 を キ ャ ベ ツ 苗 の 葉脈 に 針

接種 し て 病原性 を確認す る 。 既知の黒腐病菌菌株 を 同時
に 接種す る 。

培地組成 (純水 1 1 当 た り )
mFS 培 地 " : MgSO. ・ 7 H20 0 . 1  g， K2 H PO. 0 . 8  

g， KH2 PO. 0 . 8 g， KN03 0 . 5 g， 溶性 ジ ャ ガ イ モ 澱粉
12 g， 酵母エ キ ス 0 . 1 g， メ チ ル グ リ ー ン 0 . 015 g ( 1% 
水溶液 1 . 5 m t) ， 寒天 15 g。

滅菌後， 無菌的 に以下の抗生物質 を加 え る 。
d- メ チ オ ニ ン 3 . 0 m l  (30 mg/30 m l  50%EtOH) ， 塩

酸 ピ リ ド キ シ ン 1 . 0 m l  (30 mg/30 m l  50%EtOH) ， セ
フ ァ レ キ シ ン 5 . 0 ml (200 mg/20 m l  H20) ， ト リ メ ト
プ リ ン 6 . 0 m l  ( 100 mg/20 m l  50%EtOH) ， シ ク ロ へ

キ シ イ ミ ド 2 . 0 ml ( 1 g/10 m l  96%EtOH) 。
mCS 20 ABN 培地叫

MgSO. ・ 7 H 2 0 0 . 4 g， K H 2 PO.  1 . 0 g， ( N H . ) 2 
HPO. 0 . 8 g， ソ イ ペ プ ト ン 2 . 0 g， パ ク ト ト リ プ ト ン

2 . 0  g， 溶性 ジ ャ ガ イ モ 澱粉 12 g， グ ル コ ー ス 1 . 0 g，
L- グ ル タ ミ ン 6 . 0 g， L- ヒ ス チ ジ ン HCl 1 . 0  g， 寒 天
1 5  g。

滅菌後， 無菌的 に以下の抗生物質 を 加 え る 。
パ シ ト ラ シ ン 2 . 0 m l  ( 1  g/20 m l  50%EtOH) ， ネ オ

マ イ シ ン 2 . 0 m l  (500 mg/25 m l  20%EtOH) ， シ ク ロ
へ キ シ イ ミ ド 2 . 0 m l  ( 1  g/10 m l  96%EtOH) 。

プ ロ ッ タ 一 法 : 保菌種子上 に標徴が現れ る 病原菌 と 種
子の組み合わ せ に 適 用 す る 。 こ の 際， 胞子の形成 ・ 形態
な ど か ら 病原菌が特定 で き る こ と が必要で あ る た め ， 例

え ば ブ ザ リ ウ ム 属菌汚染種子 に は適用 で き な い。 マ メ 科
以外の種子 で は ， 本法の変法で あ る 凍結 プ ロ ッ タ 一 法が
や り や す い。 プ ラ ス チ ッ ク シ ャ ー レ や ト レ ー な ど の 容器
に ， 純水 を飽和 さ せ た 滅紙 を 2 枚敷 き ， そ の 上 に種子 を

並べ る 。 種子 の発芽適温に 2�3 日 お い た 後， - 20oC に ，

一晩か ら 1 日 程度保つ。 こ の容器 を 病原菌胞子の形成適
温に移す。 多 く の菌 は 暗黒 で は 胞子形成が乏 し い の で，
BLB 蛍 光 灯 (20 W. FL 20 S • BLB) を 20�30 cm の
高 さ か ら ， 12 時間 サ イ ク ル で照 射 す る 。 胞子形成が認

め ら れた ら ， 双眼顕微鏡 な ど で 50 倍以 上 に 拡大 し て ，

種子 を 1 個ずつ観察 し ， 分生子の 形成 ・ 形状， 柄子殻等

か ら ， 病原菌 の 種 を 特定 す る 。 病 原 菌 別 に 発生 率 を 求
め ， 無処理 ・ 処理種子 の比較か ら 防除価 を 求 め る 。

/ 農薬処理 区の菌検出 率 、防徐価 = ( 1 ""'4tt<�:=:tIII�;:�""':LI.J'"'":; ) x 100% I 無処理 区 の 菌検出率 /
(例) ニ ン ジ ン の黒葉枯病菌 ・ 黒斑病菌汚染種子
サ ン プル は ， 1 ロ ッ ト 100 粒以上 x 3 反復。

多 く の場合， 腐生性 A lternm匂 altern頃仰 の 発生が認
め ら れ る の で， A. dauci お よ び A. radicina と の判別 を

確実 に行 う 。 時 に は こ れ ら の 2 種 ま た は 3 種が， 同一種

子上 に胞子形成す る 。
土 ま き に よ る 効果判定 : 播種用 に調整 さ れ た 市販の培

土 ( あ る い は滅菌砂土) を 入 れた 種 ま き 用 セ ル ト レ ー に
l 穴 1 粒ずつ播種す る 。 ト レ ー の 代 わ り に 矯種箱 を 用 い

て も よ い が， 播種 間 隔 を 通常 よ り 大 き く と る 必要 が あ
る 。 種子 の 発芽適温 ・ 適湿 に お く 。 本葉第 1�2 葉 の 出

葉期 に 想定 さ れ る 対象病害 の 多 発環境 (温度， 空気 と 土

壌湿度， 光条件) に 移す。 必要 に 応 じ て ， 遮光 ・ 被覆 な

ど の 処理 を す る 。 発芽勢 ・ 正常発芽率 (薬害検定 の項参

照) ， 異常発芽率 と 発病株率 を 経時的に (普通 1 日 1 回 )
調査す る 。 発病株 は調査の都度必ず除去す る 。 効果検定
の時， 薬害 と 見 ら れ る 症状 が あ る 時 は記録す る 。 最終調

査 は病害の種類 に よ り 異 な る が， お お む ね本葉 の 3 枚 目
が展開開始期 で あ る 。 そ の後の発病 は ， 空気伝染 や露滴
伝染の あ る 病筈の場合， 二次感 染 に よ る 恐れが大 き い 。

(例) ア ブ ラ ナ 科野菜 の黒腐病菌保菌種子
1 ロ ッ ト か ら 100 粒以上 x 4 反復 の サ ン プル を と り ，

培土 に 播種す る 。 250C に保 ち ， 本葉が見 え て き た ら 夜間
は ポ リ フ ィ ル ム で被覆 し て 多湿 に 保つ 。 子葉の 発病 は判
別 し に く い の で， 顕微鏡 に よ る ウ ー ズ の確認が必要で あ
る 。 本葉 で は葉脈の褐変 に 伴 い ， 多 く は葉縁部 か ら 水浸

状~淡黒色の病斑が拡大す る の で， 肉 眼 に よ る 診断がで

き る 。 無処理区 と 薬剤処理 区 の 発病率 か ら 防除価 を 算 出
す る 。

菌核病菌汚染種子の検定 : マ メ 類な ど の種子で， 菌核
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病菌汚染種子 に対す る 種子処理 の室 内効果検定 と し て行
う 。 ト レ ー な ど の 容器 に 固 め た 素寒天培地の上 に ， 種子

を 並 べ， 20�230C に お く 。 3�4 日 後 か ら ， 特徴 の あ る

白色綿状菌糸 が汚染種子 ( あ る い は 菌核) の 周 囲 に 発生
し ， ま も な く 菌核 を 形成 す る 。 1 ロ ッ ト 100 X 4 反 復検
定。

4 薬害検定
供試種子 重度 に 糸状菌汚染 さ れた 種子 ロ ッ ト は ， 発

芽力 (vigar) が劣 り ， 病原菌 に よ る 発芽障害が発生す

る こ と が あ る の で， 薬害検定 の無処理区種子 と し て は適
当 でな い。 こ の よ う な場合， 薬害の検定 に は， 発病検定

と は別 に ， 平均的 な 発芽力 の あ る ロ ッ ト を供試す る の が
望 ま し い。 な お ， ア ブ ラ ナ科の野菜種子 は ， 品種 は も と
よ り 採種地 ・ 採種年度 な ど に よ っ て ， 薬剤の発芽 に 及 ぽ
す影響が大 き く 異 な る こ と が あ る 。 し た が っ て ， 種子処
理 の 実用化 に 際 し て ， 薬害 に つ い て は代表的な 品種の発
芽カ の異 な る ロ ッ ト に つ い て 調べ て お く 必要があ る 。

溜 紙 ま き に よ る 薬 害 検 定 : 1ST A Onternational 
Seed Testing Association) の規定 (農水省種苗管理 セ
ン タ ー ， 1991 a) に よ り ， 原則 と し て I 区 100 粒 X 4 反

復の試験規模 と す る 。 純水 を飽和 し た 鴻紙 2 枚 を シ ャ ー
レ な どの容器 に 敷 き ， 種子 を 並べ る 。 小型種子 で は 吸引
播種器 を利用 す れ ば簡便で あ る 。 種子の発芽適温 ・ 光条

件 に お き ， 通常 3�4 日 後発芽勢， 発芽締切 り 日 (品 目
に よ り 異 な る が， 通 常 7�10 日 後) に 発芽率 を 調 査 す

る 。 同 時 に 正 常 芽 生 と 異 常 芽 生 と の 比 率 を 調 べ る 。
ISTA に よ れ ば， 正常芽生 と は 「良質な土壌 中 で好適 な

水分， 温度， お よ び光 の 条件下 に 育 っ た 場合 に ， 正常 な

植物体 に な る よ う な 発達 を持続す る 芽生。 軽微な 欠 陥 が
あ る も の を 含 む 」 と 定義 さ れ て い る 。 異常芽生 と は f l
つ ま た は そ れ以上の必須構造が回復不能 な 欠 陥 を有す る
こ と が原因で， 好適 な条件下の土壌で生育 し で も 正常 な
植物体 に 発育 す る 能力 を 持 た ぬ芽生」 と 定 義 さ れ て い
る 。 な お， 正常芽生 と 異常芽生 と の 区別 に つ い て は， 種

子 の 発芽様式別 に ISTA に よ る 詳 し い 図 説 (BEKENDAM

and CROB， 1993 農水省種苗管理セ ン タ ー に よ る 邦訳 あ

り ー) があ る 。 ま た ， 薬害 に よ る 異常発芽の場合 は， 種

子の 欠 陥 に よ る 異常発芽 と は 異 な る 症状が出 る 場合 (例
え ば， 子葉 の変色 ・ 褐変， g杢軸の短小 ・ 膨大化) があ る
が， す べ て 異常発芽 に 含 め る 。

ユ ウ ガオ ， マ メ 類 な ど の 大型種子で， シ ャ ー レ を 用 い
た 発芽試験で は ， 発根や根の発育が十分 に 観察で き な い
場合， 鴻紙 ま き の 一 種 で あ る ロ ー ルペ ー パ ー 法 を 用 い
る 。 純水 を 飽和 し た 長 方 形 の 大型滅紙 の 長辺上端 か ら
3�4 cm の位置 に 種子 を 等間隔 に 並 べ て ， 種子 を 漉紙 の

聞 に 挟 む よ う に 固 く 巻 く 。 こ れ を底 に 純水 を 入れた 長筒

形の査っ き シ ャ ー レ に 立 て て 密閉 し ， 発芽 さ せ る 。 調査

時 に は溶紙 を 広 げ て 発芽， と く に 根 の 生育 ・ 細 根 の 発
生， 異常 を経時的 に 調べ る 。

土 ま き に よ る 発芽検定 : 土 ま き 発芽検定 で は ， 砂 ま き

が一般的であ る が， 薬害検定 で は ， 発芽後一定 の 生育段
階 ま で観察す る 必要 が あ る の で， 種 ま き 用 に 調整 さ れた
市販の培土 を 用 い る 方が， 水分調整 も 簡単 で実 用 的 で あ
る 。 通常， 培土 を 入 れ た セ ル ト レ ー に 1 穴 1 粒ず つ播種

す る 。 発芽好適環境 に お い て ， 発芽勢 な ら び に 正常 ・ 異

常発芽率 を 経時的 に 調査 す る 。 薬剤処理 に よ る と 判定 さ

れ る 異常芽生が観察 さ れた 時 は ， 本葉が 3 枚 に な る ま で
観察 を 継続 し ， 薬害が実 用 的 に 問題 と な る か否か を検討

す る 。
減紙 ま き ( ロ ー ルペ ー パ ー 法 も 含 め て ) と 土 ま き に よ

る 発芽試験の結果 か ら ， 薬害の発生程度 を 次の 基準 に よ
り 判定す る 。

薬害発生程度基準
一 : 薬害 な し
:t : 発芽が わ ず か に 遅 れ る 程 度 の 軽 微 な 薬 害 が あ る

が， 実用 的 に 問題 な し
+ 1  : 薬害が あ り 実用上 の 問題が あ る
+ 2  : 薬害が著 し し そ の ま ま で は 実 用 困 難 あ る い は

実用不可能
5 保存性検定
薬剤処理 (消毒) 済 み の種子 は保存性の検定が必要で

あ る 。 と く に コ ー テ ィ ン グ種子 で は ， 薬剤 ま た は コ ー テ

イ ン グ基剤の種類が保存性 に 影響す る 。 薬剤処理種子お

よ び無処理種子 を 布袋 ま た は 紙袋 に 入れ て ， 種子倉庫や
庖頭 な ど を 想 定 し た や や 不 良 な 条 件 (例 : 室 温 250C，
相対湿度 約 70% ) で保 存 す る 。 原則 と し て 種子処理直
後， 3， 6， 9， 12 月 後の 5 回， 漉紙 ま き ( ロ ー ル ペ ー パ

一 法 を 含 む) に よ る 発芽試験 を 行 う 。 最 低 で も 3， 6 月

後の発芽試験 は 欠 かせ な い 。 こ れ ら の試験で， 薬剤処理

区 の 発芽が無処理 区 の 発芽 よ り 良好 ま た は 不 良 でト あ れ
ば， 追試 と し て 土 ま き に よ る 発芽試験 を 行 う 。 こ れ ら の

結果か ら ， 薬剤処理種子 の保存可能 月 数 を確定す る 。

H 苗立枯病 を対象 と す る 種子処理効果試験法

供試種子 : 発芽の よ い種子 を 供試す る 。
種子処理の方法 と 実施 す べ き 検定 : 通常 コ ー テ ィ ン グ

処理， と く に ぺ レ ッ ト 種子が対象 と な る 。

効果検定 は 苗立枯病菌汚染土壌で行 う 。 薬害検定 と 保
存性検定 は病原菌保菌種子 の 項 と 同様に 実施す る 。

効 果 検 定 : 対 象 病 害 は 各 種 野 菜 の 苗 立 枯 病 菌

一一一 31 一一一



360 植 物 防 疫 第 56 巻 第 8 号 (2002 年)

(Rhizoc伽ia 50lai お よ び 乃thium deb仰仰um な ど の

立枯病病因 Pythium 属菌) が 主 な 対 象 で あ る が， 苗立
枯れの病因 と な る Fusarium 属菌 (例 え ばホ ウ レ ン ソ ウ

萎凋病菌， タ マ ネ ギ乾腐病菌， ト ウ モ ロ コ シ 苗立枯病菌
な ど) も 対象 と な る 。 病原菌 に よ る 自 然汚染土壌が入手

で き な い場合 は人工汚染土壌 を作成す る 。 作 り 方 は成書
(大畑 ら 編. 1995 a) を 参照 さ れた い。

病土 を セ ル ト レ ー ま た は播種箱 ( プラ ス チ ッ ク 製 ま た
は木製で底 に 水抜 き の あ る も の) に 入れ， 処理種子 と 無
処理種子 を 播種す る 。 1 処理 100 粒以上. 3 反復 と す る 。

R. 50加û あ る い は Fusarium 属 菌 の 場合， 播種直後
か ら 土壌温度 25�26'C. 発芽適湿条件 に 保 ち ， 過湿 に
は し な い 。 Pythium 属 菌 の 場 合 に は ， 土 壌 温 度

27�28'C. 土壌湿度 は 発芽 が ほ ぼ 出 揃 う ま で適湿 と す
る 。 発芽揃 い後一晩容器 の底部 を 水糟 に 入 れ て ， 土 を過
混 と す る が， 次 の 日 は適湿 に戻す。 こ の操作 に よ っ て ，

適湿 ・ 過湿 を繰 り 返す。 播穏後常時過湿 に保つ と 発芽 自

体が悪 く な る ばか り でな く ， 発病 も 抑制 さ れ る (大畑 ら

編. 1995 b) 。
播種後 は毎 日 発芽率 と 苗立枯率 を調査 し ， 新 し い立枯

れの発生が ほ ぼ終息す る ま で継続す る 。 立枯れ株 は調査
の都度除去す る 。 同 時 に 無病土 を 入れた 播種箱 ( ま た は

セ Jレ ト レ ー ) に 処理 ・ 無処理種子 を 100 粒 X 3 箱ずつ播

種 し， 病土 区 と 同一の管理 を 行 っ て ， 発芽率 と 苗立枯率
を調査す る 。 効果の評価 は次の 3 項 目 に つ い て 行 う 。

出芽前立枯率 (%) : r無病土 で の 最終発芽率」 一 「病

土での最終発芽率」
出芽後立枯率 ( %) : r発芽後立枯数 ÷ 播種種子数j x
100 
立枯率 (% ) : 出芽前立枯率 + 出芽後立枯率

/ 処理区 の 立枯率 1防除価 = い 一 無処理区 の立枯率 ) X 100%

保存性の検定 : 保菌種子の場合 と 同様 に 行 う 。

3ヨこま工]J
o r 日 本 に お け る 農薬の歴史J 刊 行 さ れ る 。

日 本農薬学会名誉会員 の松中昭一氏 は . (株) 学会出版
セ ン タ ー か ら 「 日 本 に お け る 農薬の歴史j を刊行 し た 。

内 容 は 章 「農 薬 と は j. II 章 「農 薬 の 変 遷 (概
説) j .  III章 「戦後の 日 本農業 に お け る 農薬お よ び農薬科
学の貢献j. IV章 「国産新農薬の 開発j. V 章 「農薬の安

皿 対照薬剤 に つ い て

苗立枯病対照薬剤 は ， 登録の あ る 薬剤 か ら 選択す る 。
病原菌保菌種子消毒用薬剤で， 登録薬剤 の な い場合 は ，
強 い て 対照薬剤 区 を 設定 す る 必要 は な い と 考 え ら れ る
が， 参考薬剤 と し て 用 い る 場合 は ， 糸状菌対象 と し て ，
チ ウ ラ ム 剤， キ ャ プタ ン 剤， チ ウ ラ ム ・ べ ノ ミ ル剤， チ
ウ ラ ム ・ チ オ フ ア ネ ー ト メ チ ル剤， 細菌対象 と し て ， 次

亜塩素酸カ ル シ ウ ム が考 え ら れ る 。

お わ り に

今 日 ， 野菜種子処理 (消毒) は ， 大部分が供給者 で あ
る 種苗業者 に よ っ て 行わ れ て お り ， 各社の ノ ウ ハ ウ が あ
る 。 し か し ， そ の効果 ・ 薬害の検定 は ， 共通の認識の も
と で， な る べ く 標準的 な 方 法 に 基づい て 行わ れ る こ と が
望 ま し い。 本文が そ の 叩 き 台 のーっ と も な れ ば幸 い で あ
る 。

こ の試案の作成 に 当 た り ， 多大 の ご助言， ご指導 を 頂

い た 駒 田E氏 ( タ キ イ 種苗) . 木 曽 晴氏 (武蔵野種苗園)
な ら び に 浅賀宏一氏 ( サ カ タ の タ ネ ) に 深謝す る 。
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